








































































































































































































































































































































































































??????? ??????? ? 便秘傾向者　h ???????????
形状
コロコロ状＋カチカチ状
バナナ状＋半練り状
泥状＋離職
????
排便量は鶏卵Mサイズ（短径4cm，長径5．5　cm）を基準とし，
　　　　　1：1個分以下　2：1～2個分　3：2～3個分　4　3個以上
便臭は　　1：強い　2：やや強い　3：弱い　4：殆どない
排便後の　1：すっきりしない　2：あまりすっきりしない
爽快感は　3：ややすっきりした　4：すっきりした
形状の数値は出現回数を示す。
　便秘を改善することは，悪玉菌が大腸内容物に対
して作用する時間を短縮させて，発がん物質の生成
を抑制するとともに，発がん関連物質が大腸粘膜に
対して作用する時間を短縮することとなり，がん化
の危険性を低くすることにつながる20）。Probiotics
IMOの摂取は，便秘の改善を通して大腸がんの予防
につながることが期待されるが，大腸がんとの関連
についてはこれからの研究が必要である。健常な便
秘傾向者には，probiotics　n＞【0の整腸効果が期待でき
る。便秘にはいろいろな種類があるが，けいれん性
便秘は精神的ストレスが原因で，自律神経のバラン
スを崩し引き起こされる。けいれん性便秘者を対象
とした試験では，顕著な便性状の改善効果は見られ
なかった。
　桂らは21）医師のもと，通院治療中の慢性便秘患
者を対象にL。わアθv∫∫（ラブレ菌と称している）入り
飲料による下剤使用量低減化試験を行い，下剤使用
回数と下剤使用総量を低減できる可能性を示唆した。
慢性便秘患者の薬剤に頼った排便が，自然な排便に
改善される一助になる可能性が示された。一方オリ
ゴ糖について高齢者を対象とした試験で，原22）は
食事にラクトスクロースを取り入れたところ，緩下
剤の使用量が低減されたことを報告している。老人
ホームにおける居室の独特の臭いが改善され，排便
作業が楽になり介護者にかかる負担が大幅に緩和さ
れたことが大きなメリットであると説明している。
下剤の使用量や種類については個人差があり，その
改善効果との関係について今後更なる研究が必要と
思われるが，食を工夫することにより薬剤への依存
の問題を解決できることを示すものである。
　現代人は消費エネルギー量に対する摂取エネルギ
ー量が多いことが，緒々の生活習慣病を引き起こし
ている一因と考えられている。本研究により我々の
エネルギー源となる澱粉はその含量がprobiotics　n江0
ではゼロとなったことから，低エネルギー食品にな
ったと言える。また乳酸発酵により，蒸し芋でみら
れた芋臭が減少して風味が向上し，pHの低下による
貯蔵性の向上も期待される。加えてプロバイオティ
甘藷を原料とした機能性食品の整腸効果について 23
クス効果による整腸効果のほか免疫力の向上が期待
できる。また本研究で作りあげたprobiotics　IMOは
原料甘藷に由来する色と食品のもつ二次機能（美味
しさ）それから三次機能（機能性）も有しているこ
とが明らかになった。食糧の自給率アップが唱えら
れている今日，自国でコスト安に作られる甘藷が，
時代のニーズにあった食品として，その付加価値が
高められたと言えよう。現在probiotics　IMO摂食に
よって免疫力が調節され，どのように保健効果が高
められたかについて研究を続けている。
　本研究にあたり，ベニハヤト芋についてご指導い
ただき，資料を提供くださいました鹿児島県農業開
発総合センター田丸保夫室長，久米隆志室長に深謝
いたします。
要 約
　甘藷を原料とした機能性食品の整腸効果について
調べたところ，次の知見が得られた。
①排便回数はprobiotics　lMOを摂食した場合，増
　　即する傾向がみられ，特に便秘傾向者ではその
　　傾向が強かった。排便量に関してはprobiotics
　　IMOを摂食することにより，増加する傾向がみ
　　られ，特に便秘傾向者ではその傾向が強かった。
　②便の色調ではprobiotics　lMOを摂食することに
　　より，黄色化する傾向がみられ，便秘傾向者で
　　はその傾向が強かった。それは便が酸性に傾き，
　　便が黄色味を帯びたものと考えられる。便臭で
　　はprobiotics　IMOを摂食することにより，弱く
　　なる傾向がみられ，排便後の爽快感は改善され
　　る傾向がみられた。
　③便の形状は項目を「コロコロ状＋カチカチ状」
　　「バナナ状＋半練り状」「泥状＋町営」に分けて
　　解析した。「コロコロ状＋カチカチ状」はいず
　　れの被験者でも，probiotics　IMOを摂食するこ
　　とにより減少する傾向がみられ，一方「バナナ
　　状＋半練り状」は増加する傾向がみられた。ま
　　た「泥状＋水状」は出現率が低く，便秘傾向者
　　で1回みられたものの非便秘傾向者ではみられ
　　なかった。
　④蒸し芋とprobiotics　IMOについて，10人の評価
　　者により5段階評価法でおいしさを比較したと
ころ，前者の評点平均値が3．4に対し，後者は
3．8であった。二つの平均値間の有意性をt検定
したところ，p〈0．05で有意で，高次加工によ
り美味しさが向上した。
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